
計画の進行管理には指標を用います。毎年広報等で公表し、住民や事業所からの意見や情報を広く募集します。 

評価については、循環政策委員会等での行政内部評価と公募委員により構成された循環型まちづくり委員会に 

よる外部評価を行います。 

項 目 
令和元年度 

（実績） 

令和７年度 

（目標数値） 

令和 12 年度 

（目標数値） 

紫あ波せみらい堆肥販売量/年 741ｔ 800ｔ 800ｔ 

食育パートナー登録数/年 14 人 25 人 35 人 

食ナビアクセス数/日 124 件 110 件 150 件 

学校給食地元の野菜使用率 15.7％ 17.7％ 19.7％ 

学校給食地元の果樹使用率 75.8％ 76.0％ 77.0％ 

学校給食地元の米使用率 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

森林間伐実施面積/年 28ha 45ha 70ha 

木質ペレット販売量/年 148ｔ 140ｔ 140ｔ 

木質チップ製造量/年 1,140ｔ 1,300ｔ 1,500ｔ 

ごみ分別説明会開催数/年 

〃     参加人数/年 

19 回 

521 人 

30 回 

650 人 

35 回 

700 人 

家庭系ごみ１人１日当たりの排出量 611ｇ 580ｇ 550ｇ 

家庭系焼却ごみ１人１日当たりの排出量 383ｇ 356ｇ 326ｇ 

ごみのリサイクル率 21.5％ 26.1％ 27.0％ 

資源回収団体数/年 122 団体 124 団体 130 団体 

資源物保管庫建設団体数（累計） 82 団体 85 団体 90 団体 

資源回収団体の資源回収量/年 700ｔ 812ｔ 1,000ｔ 

エコ・ショップしわ参加店舗数 40 店 43 店 46 店 

自然観察会の参加者数/年 371 人 390 人 400 人 

企業の森づくり取り組み団体数 ７団体 ９団体 10 団体 

水洗化人口普及率 88.1％ 92.0％ 93.2％ 

循環型エコプロジェクト事業による CO₂排出削減量/年 2,487ｔ 2,800ｔ 3,400ｔ 

紫波型エコハウス建築件数（平成 26 年度からの累計） 52 棟 58 棟 63 棟 

低公害車の導入台数（町公用車） ５台 ７台 ９台 

町内一斉清掃参加者数/年 12,322 人 13,000 人 14,400 人 

まちピカ応援プログラム参加団体数/年 ６団体 ８団体 ９団体 

学校教育での環境教育講座開催校数 ８校 ５校 ５校 

地球温暖化を防ごう隊員ノート取り組み学校数/年 ３校 ５校 ５校 

地域での環境学習参加者数/年 2,121 人 2,200 人 2,000 人 

環境関連団体主体の環境学習回数/年 61 回 30 回 35 回 

食育推進団体数 17 団体 18 団体 20 団体 

世代間交流（伝統・文化の学習）取組小中学校数/年 13 校 ８校 ８校 

世代間交流（伝統・文化にふれる）に取組んでいる保育施設等の割合 100％ 100％ 100％ 

環境・循環 PR センター利用者/年 5,082 人 5,200 人 5,400 人 

グリーンツーリズム参加者数 93 人 380 人 380 人 

環境・循環情報発信/年 96 件 110 件 120 件 

計画の進行管理と評価 

紫波町産業部 環境課 環境係 TEL 019-672-2111 FAX 019-672-2311 

 

 

 

 

 

 

紫波２１００ 

 

２０２１環境・循環基本計画 

（令和３年度～令和１２年度） 
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環
境
に
配
慮
し
た
有
機

資
源
循
環
を
進
め
る 

森
林
資
源
の
循
環
を
進

め
る 

資
源
の
消
費
を
抑
え
、
環

境
負
荷
を
減
ら
す 

す
べ
て
の
生
き
物
と
自

然
を
共
有
し
、
共
生
で

き
る
環
境
を
保
全
す
る 

町
内
産
堆
肥
を
活
用
し
た
循

環
型
農
業
の
普
及 

森
林
資
源
の
活
用
と
森
林
再

生 焼
却
ご
み 

 

％
削
減
を

目
指
す 

里
地
里
山
の
保
全
と
創
造 

水
環
境
の
保
全
と
活
用 

・
水
環
境
学
習
を
実
施
す
る
。 

・
下
水
処
理
の
普
及
促
進
を
継
続
す
る
。 

・
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
。 

・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
。 

・
自
然
観
察
会
を
実
施
す
る
。 

・
生
物
の
生
息
環
境
と
し
て
の
視
野
を
取
り
入
れ
た
農
地
づ
く
り
を
推

進
す
る
。 

・
使
い
捨
て
に
頼
り
す
ぎ
な
い
生
活
を
推
進
す
る
。 

・
無
駄
な
も
の
は
購
入
し
な
い
生
活
を
推
進
す
る
。 

・
再
生
品
を
積
極
的
に
購
入
す
る
。 

・
ご
み
の
分
別
・
減
量
意
識
を
向
上
さ
せ
る
。 

・
資
源
回
収
団
体
の
育
成
を
継
続
す
る
。 

・
間
伐
材
な
ど
の
未
利
用
資
源
と
町
産
木
材
利
用
の
促
進
を
す
る
。 

・
森
林
環
境
を
創
造
し
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
。 

・
森
林
学
習
や
作
業
体
験
を
実
施
す
る
。 

・
減
化
学
肥
料
・
減
農
薬
栽
培
に
よ
る
「
元
気
な
土
づ
く
り
」
の
実
践

を
拡
大
す
る
。 

・
完
熟
堆
肥
の
生
産
と
利
用
を
よ
り
一
層
進
め
て
循
環
型
農
業
の
実

践
を
拡
大
す
る
。 

・
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
実
践
す
る
。 

・
町
内
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
。 

施
策
項
目 

施
策
・
行
動
の
方
針 

未
来
へ
の
取
り
組
み
（
具
体
的
な
施
策
・
事
業
） 

資源循環のまちづくり 環境創造の 

10 

 町では平成 12 年に「すべては未来の子どもたちのために」と銘打って、「新世紀未来宣言」を発表しています。 

本計画は将来の町のあるべき姿を実現するための計画です。未来の子どもたちに町の望ましい環境を引き継ぐため、 

環境保全・創造、循環型まちづくりの実現を目指し、住民、環境団体、事業者、町が協働し計画を実行していきます。 

計画の基本事項 

２０３０年に望む紫波町の環境像 

 

 

 

 

 

環
境
へ
の
負
荷
に
配
慮

し
、
低
炭
素
社
会
を
進

め
る 

安
全
安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
生
活
環
境
を
向

上
さ
せ
る 

身
近
な
環
境
を
知
り
、
自

分
た
ち
で
守
る 

伝
統･

文
化
を
学
び
、
地

元
の
匠
の
知
識
・
技
術

を
伝
承
す
る 

地
域
内
外
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
協
働
に
よ
る

存
在
感
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る 

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
・
環
境
負
荷

の
低
減 

公
害
・
有
害
物
質
の
対
策 

衛
生
的
な
生
活
環
境
づ
く
り 

美
し
い
景
観
を
保
全
す
る 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
機
会
の
提
供

と
創
出 

世
代
間
交
流
・
地
元
学
に
よ

る
伝
統･

知
恵
の
継
承
を
図

る ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

る
交
流
と
協
働
の
推
進 

共
感
が
生
み
出
す
交
流
の
推

進 

・
環
境
団
体
に
よ
る
環
境
学
習
を
実
施
す
る
。 

・
幼
児
期
か
ら
の
自
然
体
験
の
場
を
創
出
す
る
。 

・
学
校
教
育
に
よ
る
環
境
学
習
を
実
施
す
る
。 

・
生
涯
学
習
に
よ
る
環
境
学
習
を
実
施
す
る
。 

・
環
境
関
連
団
体
等
と
行
政
が
連
携
し
た
環
境
学
習
の
場
を
増
や
し
て

い
く
。 

・
住
民
と
事
業
所
等
が
相
互
に
協
力
す
る
関
係
を
構
築
し
て
い
く
。 

情
報
を
共
有
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。 

・
環
境
を
学
び
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
た
め
の
人
材
育
成
を
行
っ
て

い
く
。 

・
地
元
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
、
地
産
地
消
を
進
め
て
い
く
。 

・
地
域
の
生
涯
学
習
を
活
用
し
た
環
境
学
習
、
地
元
を
知
る
講
座
を
開

催
す
る
。 

・
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
創
設
す
る 

・
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
調
べ
、
今
の
生
活
に
取

り
入
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。 

・
食
を
通
じ
て
世
代
間
交
流
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
を
図
る
。 

・
公
害
、
有
害
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
監
視
す
る
。 

・
住
民
主
体
の
清
掃
活
動
、
ま
ち
ピ
カ
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
。 

・
衛
生
環
境
を
整
備
す
る
。 

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
環
境
負
荷
の
低
減
を
推
進
す
る
。 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
す
る
。 

・
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
普
及
を
促
進
す
る
。 

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
。 

・
森
林
の
整
備
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
を
図
る
。 

・
事
業
所
、
行
政
に
お
い
て
環
境
負
荷
の
削
減
を
推
進
す
る
。 

環境学習のまちづくり 交流と協働の 
まちづくり 

「緑眩しく、水清らかな自然と共生し未来につなぐまち」 

まちづくり 

施
策
項
目 

施
策
・
行
動
の
方
針 

未
来
へ
の
取
り
組
み
（
具
体
的
な
施
策
・
事
業
） 

 


